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東 ア フ リ カ収 集 調 査

ノ ー トよ り

和  田  正  平*

 本 年 度(1976年 度),国 立 民族学博物館

の海外収集調 査は,ア フ リカ ・プ ロジ ェ

ク ト・チームのばあい06月 に江 ロー久が

西 アフ リカのナイジェ リア,カ メル ー ン,

ニ ジ ェール に,7月 に和田正平が東 アフ

リカのケニア,ウ ガンダ0タ ンザニア,

エ チオピア0マ ダガスカル,ザ ンビアに

派遣 されることになった。 これは,前 年

度,端 信行 によ って おこなわれたセネガ

ル,象 牙海岸,ダ ホ メーの海外収集調査

に続 く展示用 コレクションの充実を 目的

と した重点的な収集調査で ある。収集期

間は両 名 とも55日 であ り0東 はケニア,

西 はカメルー ンを中心に旅程 がたて られ,

収 集品の発送に支障がお こらぬよ うに,

と くに,万 全の配慮を したのであ る。

ケニアの民芸品

 7月2日,わ た くしはボ ンベイ経由で

ナイ ロビ空港 に到着 した。 ホテルを確認

した後,J. S. P. S.(Japan Society for

the. Promotion of Science)の ナ イロビ

オフ ィスを訪 問 し,駐 在員 の伊谷純0郎

氏か ら,東 ア フ リカの現況 につ いて話を

*国 立民族学博物館第3研 究部

うか がい,収 集期間,と くに,コ レクシ

ョンの保管 に関 して協力を依頼 した。

 さ て0ナ イ ロビは観光都市で あり,民

芸品のた ぐいは種類 も多 い。なかで も,

ケ ニアで最 も一般的に知 られて いるのは,

カ ンパ族の木彫 とキ シイ族 の石細工で あ

ろ う。いずれ も第0次 世界大戦 の頃 か ら,

現 金 を得 るた めに教会や ヨー ロッパ移民

農場へ売 りに行 った部族 民か ら,商 品製

作がは じま った。カンパ族 は元来0家 を悪

霊か ら守 るため,怪 物 をモ チーフと した

木彫 を製作 していた といわれ,彫 刻が職

業 とな るのが早か った。また,キ シイ族

が居住す るケニア西部地方 は0石 けん石

の産地で あ り,こ の部族 も昔 か ら油つぼ,

パ イプ,灰 皿や その他の家庭用具を石 で

製作 していた。それがやがて,カ ンパ族

同様民芸 品 と して,動 物像等を も彫 る専

門家 もあ らわれてきたので ある。

 しか し,最 初,こ れ らの立像 は彫刻が

素朴であ り,し ば しば白人 がもち こん だ

絵本の動物を真似 した独創性 のないもの

で あった。彫刻が専門職 と して成立す る

には0新 しいデザ インを発掘 し0技 術 的

にも勉強す る必要があ った。 カ ンパ族 で

は0ム チシア,ム ンゲが第一次大戦中,

タ ンガニイカ(現 タ ンザニア)に 従軍中,

ザ ラモ族 の木彫か ら人間や動物のデザ イ

ンを学び,帰 郷後,こ のアイデアを カ ン

パ族 の木彫 の 中に採 り入 れ,母 村 のマチ

ャコス地方 に広 めだ ので あ る。 キ シイ族

のば あいは,た とえば,モ セテ ィ,オ リ

ナの ように,部 族 民のなかか ら,石 細工

を技術的 に指導す るものがあ らわれ,職

業 と して定着 させて いった とい わ れ る

[M肌ERl975:30]。

 0方,こ れ らの指導者は,製 品の売 り
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込み にも積極的 にな り,教 会 もまた,現

地 の手造 り民芸 品を支援 し,市 場拡大 に

一役か った
。すなわ ち,ケ ニアにはほか

にも民芸品を製作す る部族 がいるが,両

部族 ほど有名にな らなか ったのは,商 業

ベ ースにのせ ることがで きなか ったか ら

であ る。 とくに,1940年 代 か ら1950年 代

にか けて,イ ギ リス軍 が駐留 し,続 いて

ヨー ロ ッパ人 が大勢 ケニアにや って きた

ので,土 産品店 が多 いににぎわ い,た ち

まち,カ ンパ族 のあいだに彫刻 ブームが

お こった。その中にはみずか らナイロビ

に手 作 りの民芸 品をな らべて屋台店を 出

した り,ホ テルや,住 宅を まわ って行商

するものさえあらわれたのであ る。

 キ シイ族 のば あい も,第 二次大戦後 ま

もな く,石 細工 の売店がイ ン ド人 の事業

家 の手 により,キ シイ町 に開設 され,や

がて同 じような店がキスム,キ タレ,エ

ル ダ レッ ト,ナ クル,ケ リッチ ョ等,ケ

ニア西部の主要都市 にみ られ るよ うにな

ったとい う[MILLER l975:27]。

 民 芸品が重要な収入源にな ると,カ ン

パ族で は様 々な模様の ヒョウタン容器,

床 机,籠 細工,ビ ーズ細工 の腕輪や前か

け等 に レパー トリが広 が り,キ シイ族の

あいだでもローソク立て,灰 皿,花 びん

等がヨーロッパ人の生活様式にあわせて

製作されるようになった。現在,ケ ニア

では各種民芸品ごとに職人が組織をつく

り,手 造りではあるが,分 業によってか

なり多数の製品を市場へ送り出 している。

その結果,画 一的なカンパ族の仮面がど

の店にもみられるようになった。これが

カンパ族 やキシイ族 の彫刻 が エアポー

ト・アー ト(空 港売店の土産)と 椰楡さ

れる理由であり,ほ とんど同じデザイン

を繰りかえすことがない隣国タンザニア

のマコンデ木彫の価値を高める結果にな

った。とくに,カ ンパ族の木彫は小立像

が多 く,マ コンデ族のそれにくらべると

大 きさの面で もはるかに見おとりがする。

最近,カ ンパ族の彫刻家の中には,等 身

大の長老像を手がけるものもあらわれた

が,原 木の黒壇がケニアでは入手がむず

か しく,材 質のきわめて悪 い木像 な の

で,取 引面でかなり不利な立場におかれ

ている。

 ついで,最 近のケニアで部族の特産品

として製作されているものに,マ サイ族

の牧畜用具や装身具がある。マサイ族は,

伝統的にいくつかの職人クランをかかえ

    写 真1

マチャコスにおけるカンパ

族の木彫製作所
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て お り,槍 はか じ屋の クノノ,小 刀はイ

ル クノノと ビル ミンガ ム,鞘 は ワンドロ

ボによって作 られる。 これ らの製品は,L

マ サイの直売店へ行 くと簡単に入手でき

るが,楯 は伝統 的には,バ ッフ ァローの

皮 を用 い るた め,今 で はオ リジナルをみ

つけ るのはきわめて むずか しい。

 ま た0マ サイ族 の牧畜生活 に欠 かせ な

い もの に0ひ ょうたんがあ る。 ひ ょうた

んは,周 囲 の農耕 民 との交易を通 じ入手

す るがnマ サイ族 は生乳や 凝乳を これで

運 び,貯 蔵す るた あ0細 長い型 のものを好

んで用い る。多 くは ビーズや子安具で装

飾 されてお り,カ ップの代 りをす る皮製

のふた と,底 か ら口へ かけて皮ベル トが

つ いて いるのが特徴で ある。記録 によ る

と,ナ ンデ ィ族 の戦士 のひ ょうたんは,

子 安具で飾 られて おり,所 有関係を明 ら

かにす る焼 印が入 れて あ った とい うが

[HoLLIs 1969:36],子 安 具 や ビーズは

貨 幣と同 じように貴重で あり,こ れ らは,

ナ イル 系部族 のあいだで は,儀 礼用具に

あ しらわれ,特 殊 な意味 があたえ られて

い るばあいが多い。マサイ族で は,割 礼

を受けた少女 が傷が治癒す るまで不浄 と

な り0そ の印に皮製 ヘア ・バ ン ドをつ け

るが,子 安具は この期 間,象 徴 的な装飾

と して用い られ る。少年 のばあいは,母

か ら借 りた渦巻 銅線 を,両 耳 の上,こ め

かみあた りにつけ るので,謹 慎状 態が0

目瞭然であ るが,腰 は子安 具のベル トで

しめつ け られてお り,性 交為の禁止 を象

徴 してい る[SALvADoRI&FEDDERs

1974:74]。

 子 安具や ビーズがいつ頃か らマサイ族

の装身具 のなか に採 り入れ られたのか,

正 確 な年代は わか らない。ただ,ど ち ら

も交易 を通 して海岸地方か ら伝え られた

ことは確 かで ある。まず,ア ラブ商人 が

ベニス製 のビーズや子安 具を もた ら し,

この例にな らって,初 期 の探検 家たちが

内陸を通過す るさい,食 糧の調達や通行

安全 の手段 と して,ビ ーズを支払 い に用

い,そ れがマサイ族 の間 にも しだい に広

が ったのであろ う[SALVADORI&FED-

DERs 1974:59]。 イギ リスの植 民地 支配

が成立す ると,ビ ーズも子安具 もスワヒ

リ商人の手 によ って,内 陸奥地で も取 引

きされ るよ うにな った。1922年,ケﾘア

の西部山岳地帯に住 んで いるエルゲ ヨ族

を訪 問 したマ ッス ァムは,女 た ちの皮の

まといもの にはよ く,子 安具 の装飾が ち

りばめ られていたと報告 してお り,こ れ

らの品物 は,す で に イン ド人の 店で 自

由に購入で きるまでにな っていた とい う

[MAssAM l 968:148]。 部 族民 のあいだ

に美 しい ビーズ細工がゆきわた り,民 芸

品 として発達 したの も,多 分0こ の頃か

らで あろ う。マサ イ族 の女 たちが身 につ

けている首飾 り,耳 飾 り,腕 輪等 の装身

具は今で は材料 も豊富にな り,色 とりど

りの ビーズを組合せ によ って一層 派出に

なりつつあ る。

マ コンデ とは

 マ コンデは,東 アフ リカでは もっとも

有名な部族芸術 のひとつであ り,今 では

重要な輸 出民芸 品 として0タ ンザニア政

府か ら政策 的 に保護 されてい る。 しか し,

0般 にマ コ ンデ と呼 ばれる様 々な木彫を

製 作 してい るのは,本 来 はモザ ンビー ク

の部族 であ り,多 くは今世紀 にな って タ

ンザ ニア に住みつ いた人 々であ る。すな

わち,1917年,ポ ル トガルがかれ らの居

住地で あるカボ ・デル ガ ト台地をおか し

て軍 用道路 を建設 したのが発端 とな り・
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これ に反抗 したマ コンデ族 は,つ ぎつ ぎ

にル ヴマ川を渡 り,タ ンガニイカ領(現

在の タ ンザニア)に はい り,海 岸線 に沿

って住みついていった。マ コ ンデ族 の移

動は,そ の 後 も波状的 におこったが,な

かで も1950年 代 に 盛 んになったサ イザ

ル ・プ ランテーシ ョンの農業労務者 と し

て移動 したものがかな りの数 にのぼ り,

さ らに,近 年で はモザ ンビーク解放戦争

の余波 を うけて,多 くのマ コンデが母 村

をすてて,避 難民 と して タ ンザニア に流

入 したため,母 村の人 口をは るか に上 ま

わる ことになった。'すなわ ち,現 在,マ

コンデの人 ロは約50方 人 と推 定 され,そ

の うち32万5千 人 ・(約6割5分)は タン

ザニアに住んでい るといわれ る。わた し

が最初 にマ コンデ族 と接触 したのは12年
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写 真2 マ コ ンデ の 木像(リ ャ リス

     テ ィ ック)
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写真3 マコンデの木像(ア ブス ト

   ラク ト)

前 であ り,タ ンザニアの首都 ダ レサ ラー

ムか ら北 の海岸線 に沿 ったバ ガモ ヨ ・ロ

ー ドにな らぶマコ ンデの集落 においてで

ある。マ ンゴの木蔭 で熱心に木彫 を みが

いている数人 のマ コ ンデの作品をみて,

奇 想天外 な発想 に驚いた ものであ る。そ

して,今 回の旅で も同 じような光景 をみ

る ことがで きた。

 と ころで,マ コ ンデは主題 によ って抽

象的 なものと,現 実的 なものに2大 別 さ

れ る。前者 は,か れ らの信仰 と寓話 に発

想基盤 が あ り,ス ワヒ リ語 で"シ ェタ

ニ"と い う化物を抽象的 に扱 った彫刻 と

して知 られ,マ コ ンデの真髄 といえ るも

ので ある。後者は,様 々な表 情 と格 好を

したマ コ ンデ族 が1本 のポール に人 間 ピ

ラミッドとな って刻み こまれてい るもの

で,ス ワヒ リ語 で"ウ ジ ャマー"つ ま り

家族 の力強い団結心 を基調 に し,頂 上 に

リネージの祖母を彫刻 した ものが多い。

その他,長 老 の立像 も製作 されるが,マ


